
昭和 27 年 9 月 21i 日 
	

五 所 川 原 町 報 
	

第 
	

焼 

△価酒illJj 
 

加 糾 

一

）叡

】一

とべ主斤

『
こ
Ic 

 

△

昭和二十七

年度

におけ 

る
町

議曾

議員

臨時
手
当 定例町 議『I  

' 

 
"  

、八月十六
日
ン 

 

「八
月十九日

、 

 

△寄附探納の

件 

可決議

雛響

纏給
に 

雛傘緯

住民
登録者

』に△

師

鷺

籍鷲

離蹄  

《

‘
・！

！

ー
！・

・
‘
．

“

一
、
ー

/

ー

‘
】

“

"
‘
、

、
，・‘

ー

・
、ー

“

”
い

I
 

》

‘
!

t
  なのであります。  

票が行かれますー  

一‘l」」叱/「‘引UU丁之 
十月五Ha毒森懸及び町 

措、最高裁判官闘民審費‘  

有儀者の皆さん、十月に一 

どうかを決める大切な一票出張 

は欠のいろいろな選塁の技やオパ7 

、  

育委貝選県が行はれます‘文字を知らないk0 

らの住山U町、わが青森懸やは業務等で投票に行けな 
園の興隆発展」ができるか人父はその郡市の縄域外 

民主々義風家の風民が有すい人は代理投票が出来ま 
るこの貴重な一票は 「私た病気、負傷、妊娠、職務 

十月一日 衆議院議員選票」にでかけましよう。  

~ 

I 

ー
ー
ー
ー
 
ー
ー
 
ー
ー
 

‘
ー
 
ー
  

舞
撫

織
4
4
 

可 決

△昭
和

一子七

年度五所

川 

△昭

和二

十七

年度にお

け 

像
算
の

件 可 

の

件 否 

決定の

件 可 

原町歳入歳

出追

加更正 

隻給に開

す

る篠

例制
定  

.rーーー町

議会

事務

局ー  

A声rJQ)  

に、なるべく早く 「必ず 

不在者投票が出来ます。  

主dm() ノしコ  

」L」・？・一、・？？・ 

投票日には、 オヂイサ 

投票)方法にっいて 

旅行 滞在中の人 

サンも皆と一し  

書け  

一惑覧タ戸一‘  

，ーー  

-i1  

発
行
一
 
五
所
'
I
I
 

 

月
ロ却
目
 
一
」，
ロ
H
口却
井
ャ
一
 
（

」」
亡雇
  

ー
ー
ー

I
Iー

ー
‘

ー
ー
，
ー

I
 

一
 

1
君
雀
君
三
月
“
嶋
田
 

発
」
け
凌
」
、
・
ミ

コI
!‘
二
・
・
 

 

‘
・
…

ー
ー
．
．
一
．
 

 
I‘
ー『
ーー

 
 

一
 

レ
し甘
ロ
，
一
唯

m
？
エ
斤
・
”
一
 
 
H
'
 
 

雲
活
（二
八
番
」一
にJ
師
一
 

決 	決 	決 	開る 決 	 」 I 	はにい叉すな 	投よこ／ 

入
歳
田
追
加
像
算
の
件
 

ム
昭
和
二
十
六
年
度
五
所
川

△
昭
和
二
十
七
年
度
特
別
曾

△
昭
和
二
十
七
年
度
特

別
倉

△
昭
和
二
十
七
年
度
五
所
川
 

原
町
特
別
卿
計
都
市
計
画

歳
出
追
加
更
正
像
算
の
件

計
圃
民
健
康

保
険
事
業
費

原
町
歳
入
蔵
川
決
算
認
定

事
業
費
歳
入
歳
出
追
加
像

計
圃
民
健
康
保
険

事
業
費

歳
入
歳
田
追
加
更
正
像
算

原
町
特
別
曾

計
水
道
費
歳

の
件
（
直
替
診
療
施
設
勘
 

定
）
 

可
 
決
  

（
事
業
勘
定
）
 
ー
 
可
 
決

算

の
件
 
可
 

決

の
件
 

可
 
決
 

△
招
和
二
十
七
年
度
五
所
川
 
一
 

可
 
決
 

っ
て
居
り
ま
す
。
 
 

取
り

か
え
て
下
さ
い
。
 
 

に
行
っ
て
投
票
す
る
人
は
 

り
午
後
六
時
に
終
り
ま

す
 

員
に
申
出
で
て
新
し
い

も
の
と
 

す
 
誤

っ
て
書
い
た
時
は
、

係
 

の
投
票
用
紙
丈
け
は
赤
刷
に
な
 

の
選
離
人
に
よ
っ
て
投
票
さ
n
  

居
り
ま
す
が
、

町
の
教
育
委
員
 

を
ま
ち
が
え

て
書
く
ど
無
効
で

川
端

町
 
本
 

町

第
一
投
票
所
（

小
 
準
校
）
  

更

生
街
 
東
 
町

投
票
用
紙
は
黒
刷
に
な
っ

て

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏

名

投
豊
時
間
は
午
前
七
時
に
始

築
 
町
 

田
 
町

寺
 

町
 
布
尾
 

町

元
 
町
 
新
 
町
 

 

、 	

[  

》 入 ロ 一二、七五一  

～ ‘・【‘・、 A 』  
（ h」く。叫I、ー 、II  

（ （八月末日現在）  

田0J」・‘  

ーー ーIーー ．ー】ー  

△
訴
訟
提
起
に
開
す
る
件
 

入
歳
出
決
算
認
定
の
件

△
昭
和
二
十
六
伯
度
・川
特
別

ム
町
有
土
地
棉
下
に
開
す
る

△
昭
和
二
十
六
年
度
町
特
別

△
昭
和
二
十
六
年
度
町
特
別
 

緊
急
臨
時
町
議
倉
 

費
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の

命
計
水
道
第
歳
入
議
出
決

命
計
郡
市
計
画
事
業
費
成

曾
計
圃
民
健
康
保

険
事
業

算
認
定
の
件
 

可
 
決
  

（
九
 月
 
一
 
 
H
)
 

 

I
.
 

 

件
 
可
 
決

件
 
可
 
決
 

可
 
決
 
可
 

決
 

ち
下
さ
い
。
  

出
で
下
さ

い
。
 
 

大
 

町
 

な
っ
て
居
り
ま
す
。
 
 

に
行
っ
て
投
票
す
る
人

は
 

は
、
他
の
投
票
と
ち
が

い
ま
す
 

ら
、
 お
互
い
さ
そ
ひ
合
っ

て
御

上
平
井
町
 
平
 
井

町
 

か
ら
左
の
事
を
御
産
意
ド
さ
い

下
準
井
町
 
中
平

井
町
 

全
員
投
票
を
目
指
す
の
で
す
か
 

の
選
零
A
が
投
票
す
7
)
 ど
に

新

宮
町
 

幾
嶋

町

柏
原

町
 
錦
 

町

敷

嶋
町
 
旭
 
町

最
高
裁
判
所
裁
判
官

の
投
票

第
二
投
票
所

（
高
等
畢
校
）
 
 

投
票
の
日
に
は
草
履
を
お
持

今
回
の
選
畢
は
当
町
有
機
者
  

~ 
E 	D 	0 	B 	A 	 一明法以に銃昭方 
、 

t 
-1--f- 衣姦 Jj か」早餓i鰻賛醸蕪詳 i畿 

1” 	てノ 	L 	雌古 	1で 	の 
け 	× 	う 	い 	さ 

投 

間 

 

ま
す 

日！

II  

“一
鰍
鵬
m 

指
定

する
C 

 

m

一」声

木

m 

 

日～九 肝 

ー

【錦 町 

二

十七

年十
月 

で

の三
十

日間 

年九

月二

十九 

法附

則弟J
五
項 

日

「 
[iii 

Ii 

 

狙韓

譜 
 

、

斤 丁 

居

住地 

 

1JI

ujiE1.

a

t
J 

難
蓑

F 

豊務 町

日載些 

 

一
 ?
 
 

×
を
書

く欄 

裁 

判 

官 

の 
名 

伺
も
■
か
な
い
こ
と
 

〇

注
 

意
 

そ
に
を
』の
・上
の
脚
に
×
を
馴
．く
こ
と
  

《
1
 や
め
さ
せ
た
方
は
よ
I
'
 
風
う
我
開
、g
亡
っ
ハ
て
ま
 

二
1
 や
め
さ
せ
な
く
て
よ
い
と
思
う
裁
判
官
に
っ
い
て
は
 

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投
票
 

小
 

林
 

俊
 
三
 

本
 
村
 
長
 
太
 
郎
 

田
 
中
 
耕
 
太
 
郎
 

入
 

江
 

俊
 

郎
 

谷
 
村
 
唯
 
一
 
郎
 

ー「

本 
町一身

体障害

者雇m  

F
「

柳 町

雇

用促達強

調週間が

賓
嬬 

一
促

進強

調週間実加 

去るニ

十二日より

二＋  

:i 

聾 

よ
る
様
式
の
証
  

、4
4
4
44
4
4
I
4
4
4
4I
I
I
I4
I
4
 

一
コ
4
チ
旧

三
、
受
付

場
所
  

（
ト
トト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
 

人
登

録
証

明
書

の
切
替
  

二
、
申
請
 
寿
額
 

町
 
役

場
 
庶
務

課
 

ト月
監
讐
 

登
繰
地
の
町
畏
に
封
し

な
お
参
考
書
類
ど
し

て
能

し
て
申
請
す
る
も
の
ど
す

請
害
二
通
 
③
富
興
三
竃

に
花
留
資
格
証
明
書

を
添

①
現
在
所
持
す
る
登
録
紅

を
提
示
さ

れ
た
い
、
但

ー
  

春
 
②
登

録
証
明
書
引
基
  

:
J

議
蕪
』
 

 

購
鵬
綴
g
i
j凱
L
,
C
 

 

・
 

『
A

か
己
 

一
か
っ
わ
 

'
4I
  ’讐‘考i 」 	ノJIしノ1」 

さ者‘ノ、 	 い登1lj 湧と る 4寸 	甲 りI 	者ぽ甲I' 町町町 冒 jj 
二
、
所
長
課
昌
 

九
月

一
日
付
 

八
月
二
十
二
日
付
 

八
月
十
八
日

付
 

八
月
十
二
日
付
 

願
い
し
ま
す
。
 
 

雇
用
奨
冊
 

職
業
講
話
の
実
施
 

病
院
勤
務
を命
ず
る
 

病
院
鍋
託
を
命
ず
る
 

放
選
 

，
 
 

病
院
長
を

命
ず
冨
 

願
に
依
り
賜
託
を
解
く
 

病
院
看
護
婦
を命
ず
る
 

願
に
依
り
本
職
を
免
ず
る
 

病
院
爽
局
勤
務
を
命
ず
る
 

記
  

選
挙
管

理
委
員

会
 

潰
告
カ

ー
に
よ
る
街
頭
宜
縛
 

会
民
舘
認
姉
兼
務
を
命
ずる
  

0
思
案
よ
り

雇
っ
て
  

O
先
争
職
を
奥
え

て
 

五
．
入
賞
標
語
の
活
用
K
よ
る
宜
博
 

大
，
ポ
ス
タ
ー
、
リ
フ
レ
ッ
ト
配
布
  

a
皆
 
が
 
な
 

n
  

入
 賞

標
語
 

七
，
映
飼
舘
幕
合
利
用
の
ス
ビ
1
カ

ー
  

一
、麟

謹

雛
身

体
障
害者
と
の
 

技
術
更
員
に
任
命
す
る（
各
通
〕
 

 

〈こ
に
（
ナり
何
分
の
御
協
力
を
お
  

ー

I
・ー
・

I
ー
」
ー

ー
 

・
ー

ー

ー

ー
  

庶
務
課
（
戸
籍係
ノ勤
務
を
命
ず
る
・
 

病
院
レ
ン
ト
ゲ
ン
科
勤
務
を
命
ず
る

れ
五
所
川
、
小
公
共
職
業
安
定
所
 

人
事

異
動
 

で
は
左
肥
行
事
を
買
施

す
る

・
」
 

 

公
民
舘
鶏
託
 

山
 
ロ
 
良
 
雄

生

か

せ
 
障
害
者

ご
ら

ん
障

害
者

傷

い
り
友
の
雇
用
主

書
 
記
 
奈
 
良
 

登

書
 
記
 

松
 
本
 
正

書
 
記
 
伊
 

藤
 
惣
 
一
 

葛
 
西
 
徹
 
郎
 

中
 
田
 
誌
 
造
 

佐
 
藤
 
一
 
子
 

最
 
上
 
寛
 

菊
 
地
 
淳
 

林
 
一
 
郎
 

 



皆
様
御
承
知

の
通
り
、
 
こ
の
 
二
 

日

募
金
の
使
用
は
、

保
育
所
、

養
 
三
  

日
 

老
院
、

見
童
遊

闘
地
、

災
害
に

よ
る
救
助
、

戦
零
に

よ
る
傷

夷
 
口
 

者
の
更
生
費

金
等
色
々
有
用
に
 

使
用
か

和
て
展
」

如
す
り
ノ
ー
」

ハ
 

今
年
の
募
金
割
当
は
 
七
 

四
 

日
  （
 

日

（
 

【以
 

ー一 般 曾 計 

昭和26年度五所川原町歳入歳出央算 

歳 入 34・390・530円88 

歳 田 34・380・530 円 88 

歳入歳出残金なし （欺項別細部ヲこ号掲載） 

歳入歳出差引残金 279・798円49 翌年度へ繰越寄 

闘民健康保険事業費 

歳 入 4・736・64り円50 

歳 田 4・736.640円50 

歳入歳出差引残金な し 

特 別 曾 計 

水 道 事 業 費 

歳 入 5・842・570 円13 

歳 出 4・147・090円 33 

歳入歳出差引残金 1・695・47980 翌年度へ繰越高 

都市計画事業費 

歳 入 3・454 。995 円 01 
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ち
や

ん
コ
ン

ク

l
r
も

今
年
で

第
三
回
目

を
迎
い
ま
し

た
 
幼

見
が

心
身
共

に
す
こ
や

か
に
育
成
さ

れ
、
特
来
に
お
け

る
母
子
保
健

の
向
上

を
期
す
る

た
め
、
左
記
に
よ

b
開
催
致
し

ま
す
か
ら

多
数
御
来
場
下

さ
る

よ
う
お

待
ち
致
し

ま
す
。
 

記
 

一
、対
 
象
 

浦
三
才
ま
で
 

二
，
期
 
日
 

九
月
二
十
七日
 

午
前
十
時
ょ
り
午後
一
一
蒔
ま
で
 

会
 
場
 
町
 
公
会
 
堂
 

表
 
彰
 
入
賞
者
い
は
直接
お

知
ら
せ
す
る
と共
に
町
報
告
知

板
、
地
方
新
聞
等
に発
表
す
る
 

十

日
か
ら
十
五

日
ま
で
六
日

間
開
催

さ
れ
わ
」全
圃
愛
良

農
噂

具
共

進
曾

は
、
第

一
、
第

二
雨

倉
場
ど
も
毎
日

一
菖
人

を
超
え

る
人
出
で

賑
わ

つ
た
が
、
 
こ
の

閉
曾
式
は
、

十
五

H
午
後

一
時

五
小
校
講

堂
で

懸
知
事

代
理
横

山
副
知
事
を

初
め

地
元
官

公
衛

協
力

者
、
町
有
志
、

農
機

具
業

者
凡
そ
二

百
名
参

集
し

て
果
行

知
事
の
式
辞
、

町
長
挨
拶
、
協

力
者
に
封

す
る

知
事
の

域
謝
状

附
呈
、

竹
内
議

長
、
原
商
工
曾

頭
の
配
酔
、

出
品
者
代
表
の
謝

辞
が

述
べ
ら

れ
閉
曾

せ
り
。
 

知
庫
知
釦
の
 

お
 
願
 

い
 

今
年
ち

来
る

十
り
一

日
か
ら
 

ー
ケ
月
間
全
囲
一
必
に
共
同

募
 

・
 
 

戸
 
別

割

当
 

一
一
「1
1、八
八
六

圏
 

街
頭
募

金
 

一
八
、
一
一
六〇
回
 

合
 

計
 

一
四
一
一
、一
四
六
回
 

で
ご
ざ
い

ま
す
。
 

こ
れ
が
百
パ
ー
ヒ

ン
ト
募
金

を
目
標
に
唯
今

募
金
万

法
を
協
 
 

十
五
 
日
 

十
 
六
 日
 

十
 
七
 日
 

十
 
八
 
日
 

一
一
十
 
日
 

二
十
一

日
 

一
一
十一
一日
 

一
 
 

十
三

日

一
 

十
四
日

一
 

十
五

日

一
 

十
レ
」日
 

一
十
八
日
 

一
十
九

日

三
 
十
 
日
 

三
十
一

日
 
敷

嶋
 

備
 
考
 

嶋
 

都

合
で

運
搬
予

定
を

変

更
す

る

こ

と

が

あ
り

主
す
 

ー
秋
季
清
潔
法
検
査
施
行
ー
 

十
月
十

四
日
か

ら
行
う
秋
‘
？
済
潔
法

槍
査
り

日
程
を

お
知
ら

せ
し
ま
す
 

十
月
一
一
十
八

日
 

再
 
槍
 
査
 
日
 

△
槍
査
は
、
午
前
八
前
牛
か
ら行
い
ま

す
 

ど
槍
査
日
雨
天
に
当
つ
た
町
は
後
日
行

い
ま
す
 
（
小
雨
実施
）
 

A
下
水
溝
の
清掃
特
に
泥
上
げ
に
御
協

力
下
さ
い
 

金
運
動
が

始
り
ま
す
ロ
 

塵
芥
運
搬
予
定

表
 

本東大新五幾柏敷上平中下四 

宮日島原島算喋r 

全
国
優
良

農
機
具
共
進
会
 

盛
 
況
 
裡
 
に
 

終
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